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人間の行動の源（みなもと）は、「楽しい」であ

る。楽しいことは前向きに取組み（主体的・自主

的）、楽しいと幸せ（Well-Being）を実感し、楽し

いことは上手になる。好き

こそものの上手なれ、であ

る。小学校が義務教育の場

であるなら、「楽しい」場

所でなければならならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加斗小学校は、 

・「学校に居場所がある楽しさ」 

・「自分で考え行動することの楽しさ」 

・「主体的に学び新しいことを知る楽しさ」 

 

が感じられる学校を目指し

ます。子どもたちの健やか

な成長を願って、保護者の

皆さま、地域の皆さまと協

働して進めていきます。 

いのちの教育 みつける教育 つながる教育 みらい教育 （４つの視点で、未来を創造する） 

未来創造 みらいそうぞう

自分の未来・ふるさと小浜の未来・社会の未来を切り拓く人材の育成

令和 5 年度 体育祭               令和 5 年（2023 年）6 月 10 日（土） 

台風の通過により不安定になった上空を眺めながら心配していた天候も、子どもたちの熱い気持ちと強運

が勝りました。雨も降らずカンカン照りでもなく、多少湿度が高いことを除いては、概ね体育祭日和となりま

した。朝早くから、たくさんの保護者の皆さまや地域の皆さまにお越しいただいて、無事に体育祭を実施する

ことができました。 

開会式直後の 50ｍ走と 100ｍ走では、思いっきり持てる力を発揮しようと懸命に走る姿が素晴らしかった

です。高学年種目の「竹奪い」、低学年種目の「加斗っ子大玉」、色別種目の「加斗っ子友情ラケット便」 

「急げ！加斗っ子！学校まで」。どれも仲間と協力して仲良く競技できました。大迫力の「綱引き」は、大変

盛り上がりました。応援合戦は、今年も各色共に趣向を凝らしてアイディアいっぱいでした。最終種目のリレ

ーは、低学年も高学年も息詰まる好レースでした。しかし、最もすばらしかったのは、子どもたちの体育祭に

向かう態度です。選手として力を尽くし、競技役員としててきぱきと動き、大会を支える。チームメイトを声

が枯れるぐらいまで応援する。懸命に「体育祭」を素晴らしいものにしようとする姿が、素晴らしく「美し

い」と感じました。閉会式後に子どもたちから語られる「感謝のことば」を耳にして、1 人ひとりがこの「体

育祭」と通して、大きく成長したことを確信しました。この体育祭を支えてくださった保護者の皆さま、地域

の皆さま、ありがとうございました。児童のみなさん、感動しました。「美しかったです」 

「楽しい」を科学する 



 

地域連携型学校から地域密着型の学校へ 

学校ボランティア募集のお願い 

 

 加斗小学校では、「地域の学校」として地域連携型

の学校を目指してきました。そんな中で、地域の方

から「もし良かったら、何かお手伝いできるような

ことはありませんか」と声をかけていただきまし

た。そこで、もし、学校や子どもたちのために何か

お手伝いをしていただける方がおられましたら、お

願いできないかと考え、学校ボ

ランティアを募集することに

しました。 

内容は・・・ 

１ 読み聞かせ 

  ２ 環境整備（草刈り、庭木の剪定など） 

  ３ 学習活動（水泳や陸上など体育的活動、校

外学習など、教職員の支援、補助） 

４ 園芸（花や畑の世話など） 

  ５ その他             です。 

 回数や頻度は、年に 1 度でも半

年に 1度でもかまいません。今月、

加斗地区全戸に「学校ボランティ

ア募集のお願い」を配付していた

だきます。締め切りは、7 月 10 日

とさせていただいております。ご質問等がありまし

たら、加斗小学校（52-5141）までご連絡ください。

何とぞよろしくお願いいたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

保護者の皆さまへ   

夜間・土・日・休日の緊急連絡は右の

QR コードを読み取って連絡してくだ

さい。よろしくお願いいたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

学校から地域や保護者の皆さまへ    

今年度も加斗小学校の様子を配信して

いきます。加斗小学校で検索して頂く

か、右の QR コードからご覧下さい。 

 

 

 

 総務省 国立社会保障・人口問題研究所による

と、２０２０年に１億２６１５万人だった人口は

２０５６年に１億人を割り込み、２０７０年には

８６９９万６０００人に減少するとしています。

およそ７割にまで減少することになります。人口

激減時代です。また、今年 4 月 1日時点での 15歳

未満の子どもの数は、去年より 30万人減って激減

しています。加斗小学校に通う子どもたちが大人

になる頃、ふるさと小浜、加斗そして加斗小学校

はどのようになっていくのでしょうか。 

 持続可能な学校について、１つの答えが示され

ています。地域と学校が一体となって子どもたち

を育てているところでは、子どもたちがふるさと

の良さを実感し、大人になっても大切に思い、い

つか、ふるさとを大切にする子を育てるそうで

す。子どもたちは未来を創

る存在です。私は、豊かな

未来、持続して存在する地

域や学校を子どもたちに残し

たい、そう願っています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

主な行事予定 6 月 20 日（火）～7 月 21 日（金） 

 ６月 

20 日（火）Kids Play School （予備日 22 日） 

書写指導教室（松見先生） 

＊その後、21 日、7 月 4 日、5日 

22 日（木）プール学習開始（予定） 

30 日（金）授業参観 2 限（1～4 年） 

3 限（5・6 年）保護者の皆さまと 

救急救命法講習会 

 7 月 

66 日（木）家庭・地域・学校協議会 

13 日（木）保護者会 11：30 下校 

14 日（金）蒼島学習 （予備日 18 日） 

17 日（月）海の日 

20 日（木）1学期終業式 

21 日（金）本日より夏季休業 ～8 月 29 日（火）まで 

いのちの教育 みつける教育 つながる教育 みらい教育 （４つの視点で、未来を創造する） 


